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Summary
　　Rhizomes of Solomon’s Seal (Polygonatum odoratum (Mill.) Druce var. pluriflorum (Miq.) Ohwi) sprouted 
most quickly at 20 to 25℃ when released from endodormancy.  At temperatures lower than 20℃ , sprouting 
gradually delayed with decreasing temperatures, but the rate of sprout emergence at 9℃ was still high.  The 
endodormancy was extremely deep before early November, but after the second half of November the level of 
endodormancy decreased rapidly with time, and the rhizome endodormancy was almost broken by the second 
half of December, and then completely broken by the first half of January.  Chilling at 5℃for 8 weeks was less 
effective in breaking endodormancy of the field-grown rhizomes before late August, but more effective in late 
September and most effective in the second half of October or later.  The effective temperatures in breaking 
endodormancy were 12℃and below, and the breaking effect was higher as the temperature decreased and the 
highest at 0 to 6℃ .  The rhizomes dug in the second half of October required a 12-week period of chilling at 0 
to 6℃to break endodormancy completely, and a 9-week period of the chilling to break most of endodormancy.  
When chilled at 9℃ , a 14-week period was required to break endodormancy completely and a 13-week period 
to break most of endodormancy.  When connected rhizomes with many buds were planted, 17 percent of the 
number of buds did not expand.  However, all the buds expanded when divided rhizomes with only one bud 
were planted.
Key Words：Polygonatum odoratum, endodormancy, breaking dormancy, forcing culture, rhizome division.
緒　　言
　アマドコロ Polygonatum odoratum （Mill.） Druce var. 
pluriflorum （Miq.） Ohwiは日本に自生する根茎を形成す
るユリ科アマドコロ属の多年生草本の山菜で，春に地上
に伸びてくる展葉前の若いシュート（茎葉）がアスパラ
ガスやシオデと同様の料理法で食されている．同属のオ
オナルコユリ類に比べると食味が劣り，野生の資源量も
豊富なので，栽培化の動きは弱いようである．しかし，
斑入りのアマドコロはその切葉が花材として利用され，
ナルコランの名で流通し，台湾や日本では促成栽培も行
われている（Yehら，2000a，2000b；山崎・西内，2001）．
著者らはアマドコロについて促成栽培の基礎となる休眠
生態と休眠打破に関する研究を進めてきたが（高樹ら，
キーワード：ナルコラン，自発休眠，休眠打破，促成栽培，根茎分割
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1993，1997；高樹，1998），その後もオオナルコユリ（高
樹，2005）とともにさらに研究を進め，その休眠期間や
休眠打破のための低温処理の方法などについてある程度
の成果が得られたので，以下にその概要を報告する．
材料および方法
材料の調製と植え付け，萌芽調査の方法
　山形県庄内地方に自生するアマドコロを1983年以来
山形大学農学部の実験圃場で増殖してきた株を供試した．
1999年の実験はその根茎を，他の実験では播種後5年以
上の実生株の根茎を実験材料にした．材料の調製は
1999年実験以外は以下のように行った．掘り上げた根
茎の枝分かれした部分を包丁で切断して，先端に1個の
新芽をもつ当年成長の新根茎に前年成長の根茎の一部を
付けた棒状根茎を切り出し，これを1個の供試材料とした．
この棒状根茎を4号あるいは5号の鉢に実験ごとに3～7
個の一定数ずつ植え付けた．鉢の用土はピートモス，バー
ミキュライト，鶴岡コンポスト（下水汚泥に粉砕モミガ
ラを添加して70℃以上で発酵させた完熟堆肥），および
山砂のそれぞれを等容量ずつ混合したもの100Lに対し
て苦土石灰を約350g添加したものとした．植え付け後
は鉢を温度処理開始時まで戸外に置いて栽培した．
　低温処理は±0.5℃以内に制御された恒温器内に鉢を
置いて行った．その後，室内散光条件の 20 あるいは
21℃のガラス張り恒温期内で萌芽させ，地上部に本葉
の出現が確認された日を萌芽日として，毎日あるいは１
日おきに萌芽調査を行った．萌芽率は萌芽調査終了日に
おける萌芽数を1995年の実験では供試芽数で除した百
分率としたが，他の実験では供試芽数から実験途中で腐
敗した芽の数を除いた値で除した百分率とした．なお，
実験途中で腐敗した芽はどの実験も僅かであった．萌芽
日数は萌芽調査開始日から萌芽した日までの日数の平均
値とし，未萌芽の芽は計算の対象外とした．
統計分析
　萌芽率の有意差検定はFisher’s exact test（有意水準
p<0.05）で検定した．3つ以上の率を多重比較する場合
はRyan法（Ryan, 1960）を適用した．実験結果のパーセ
ント値の後に添えられた英小文字が異なる場合は，それ
らの値の間には有意水準p<0.05で有意差のあることを示
す．平均萌芽日数の有意差検定は（有意水準p<0.05），2
値の比較を t 検定で，3 値以上の多重比較を Tukey-
Kramer法で行ったが，データに等分散性が成立してい
ない場合は多重比較をGames-Howell法で行った．以上
の統計計算はWindows用の統計ソフトSPSS Ver.15.0J
を用いて行った．
1995年実験1
　1995年10月12日に実生株を掘り上げて１芽を持つ根
茎を調製した．掘上時点では7割の株の地上部がほぼ全
枯の状態であった．同日に根茎を4号鉢に7芽ずつ植え
込み，１処理区当たり3鉢21芽を準備した．
　鉢を以下の時期より戸外から21℃下に移し，90日間
１日おきに萌芽調査を行った：1995年10月12日， 11月1，
22日， 12月11， 31日， 1996年1月20日， 2月9， 29日， 3
月20日．
1995年実験2
　1995年実験１と同様に準備した鉢を1995年10月12日
から5℃下に移し，60，90，120日間低温処理した後に
21℃下に移し，90日間１日おきに萌芽調査を行った．5℃
処理を行わない区の鉢は10月12日から21℃下に置き，
120日間萌芽調査を行った．
1996年実験
　1996年11月8日に地上部がすべて枯死した実生株を
掘り上げて１芽を持つ根茎を調製し，4号鉢に7芽ずつ
植え付け，21℃以下の温度区は1処理区あたり3鉢21芽，
25℃区は5鉢35芽を準備し，1997年2月22日まで戸外
で栽培した．同日から鉢を9～25℃の温度下に移して，
90日間１日おきに萌芽調査を行った．
1999年実験
　根茎を植え付け後十数年経過した大株を，1999年10
月25日に根茎をなるべく折らないようにして掘り上げた．
掘り上げた根茎群は，枝分かれを繰り返した長い数本の
大根茎が絡み合ったもので，芽の総数は 58 個あった．
この根茎群を径40cm，深さ15cmの大鉢にそのまま植
え付け「根茎非分割区」とした．対照区として，他の実
験と同様に1芽を持つ根茎に分割したものを25本準備し
て大鉢に植え付けた．戸外で栽培し，2000年5月10日
に根茎を掘り上げて芽の大きさや萌芽状態を調査した．
2002年実験1
　2002 年 3 月 25～29 日に，萌芽まもない実生株を掘り
上げ，萌芽した芽を1芽付けた長さ2.5～3.5cmの根茎
を調製し，4号鉢にこの根茎を3個ずつ植え付けた．温
度処理開始日まで戸外で栽培し，萌芽した芽を地上シュー
トに発達させた．温度処理は以下の時期から鉢を21℃
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下に移して，当年に地上に伸びたシュートの基部に形成
された新芽（戸外栽培を続ければ翌春に萌芽する芽）の
萌芽について90日間毎日調査した：2002年7月2，30日， 
8月27日， 9月24日， 10月22日， 11月12日， 12月10日， 
2003年1月7日， 2月4日および3月4日．各区4鉢12根
茎を準備した．なお，新芽は地上シュート１本について
2個形成されるのが普通であるが，１個あるいは3個形
成される株もあり，１区当たりの新芽数は一定数になら
なかった．
2002年実験2
　2002年実験１と同様に準備した鉢植えの根茎に対して，
以下の時期から5℃8週間の低温処理を行い，引き続き
21℃下に移して90日間新芽の萌芽調査を毎日行った：7
月2， 30日， 8月27日， 9月24日， 10月22日， 11月12日
および12月10日．
2005年実験1
　2005年9月末に実生株を掘り上げて１芽を持つ根茎を
調製し，5号鉢に5芽ずつ植え，温度処理開始日まで戸
外で栽培した．１区3鉢15芽を準備し，10月14日から9， 
12， 15および20℃下で20週間萌芽させた．
2005年実験2
　2005年実験１と同様に準備した鉢植えの１芽を持つ
根茎を10月14日から0， 3， 6， 9℃下に8～20週間おいて
低温処理を行い，その後20℃下に移して9週間１日おき
に萌芽調査を行った．
2006年実験
　2006年10月上旬に実生株を掘り上げて１芽を持つ根茎
を調製し，5号鉢に4芽ずつ植え，温度処理開始日まで戸
外で栽培した．１区4鉢16芽を準備し，10月19日から株
を0，3，6℃下に3～12週間おいて低温処理を行い，その
後20℃下に移して9週間１日おきに萌芽調査を行った．
結果および考察
１．根茎の萌芽適温
　自発休眠が覚醒したと考えられる2月下旬の根茎を9℃
から25℃までの温度で萌芽させた結果を第１表と第１
図に示した．21℃と 25℃で同程度に最も早く萌芽し，
21℃以下の温度では低温になるほど萌芽が次第に遅れ
たが，9℃でも90％の高い萌芽率を示した．圃場栽培の
アマドコロは平均気温が約10℃に上昇した頃には萌芽
が見られ（高樹，1998），また第１図の二次回帰式から5℃
での萌芽日数を推定すると約24日であったので，9℃よ
り低い温度でも萌芽過程は低温ほど遅延するが進むもの
と考えられる．
　一方，萌芽適温域に関してはこの実験の結果は下限が
21℃で（以下，切りのよい20℃として記述を進める），
上限が25℃あるいはそれ以上の温度であることを示し
ている．ところで圃場で生育しているアマドコロが萌芽
に続いて地上シュートの急速な成長，開花を進めるのは
平均気温が約10～15℃である4月上中旬から5月中旬ま
での時期であり（高樹，1998），その後のより高温にな
る時期に入る前に地上シュートは成長を終え，平均気温
が約25℃に上昇する7月下旬～8月下旬の期間の後半に
第1図　 アマドコロ根茎の萌芽温度に対する平均萌芽日数
の回帰曲線と回帰式（1996年実験）．
　　　　 回帰式　y=0.017045x2－1.2691x＋30.099
　　　　 相関係数　R=0.99733
第1表　アマドコロ根茎の萌芽適温（1996年実験）
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は葉の黄変が始まる．つまり自然条件下でアマドコロが
生育するのは平均気温が約 15℃以下の時期であり，
25℃を越える温度の時期には枯れ込みが起こり，成長
が見られない．また，Yehら（2000b）は地上シュート
の成長速度が14～33℃の間では28℃で最大になり，次
いで23℃で大きかったが，28℃以上ではシュートの老
化が早かったと報告している．これらのことを考慮する
と25℃を越える温度下にアマドコロを長く置くのは成
長生理上好ましくないと考えられるので，萌芽適温域は
20～25℃とするのが妥当であろう．
２．自然条件下での根茎の自発休眠レベルの推移
　戸外栽培の根茎を7月上旬から10月下旬ないし11月
初めまでの時期に21℃に移して萌芽を促しても，萌芽
は90日後でも見られなかった（第2， 3表）．また，11月
中下旬から21℃で萌芽させても萌芽率は29，58％と低く，
萌芽しても50日前後の長い日数を要した．このことから，
11月初め以前は自発休眠の最も深い段階，Vegis （1964）
の言うところの真休眠 （true dormancy） の段階にあっ
たと言える．しかし，12月中下旬頃から萌芽させた場
合には萌芽率が81， 95， 100％に達して，平均萌芽日数
もそれぞれ25.5， 18.0， 18.2日になった．すなわち，11
月中下旬頃から自発休眠が急速に浅くなった．そして1
月上旬（2002年実験1）ないし1月中旬（1995年実験１）
には萌芽率が約100％で平均萌芽日数はさらに若干減少
して15， 16日になったが，その後は1995年実験１では2
月上旬まで，2002年実験１では3月上旬まで萌芽はそれ
以上促進されなかった．このことは，１月上中旬には自
発休眠が最も浅くなった，すなわち覚醒段階に達したこ
とを示唆する．一方，その後1995年実験１では21℃へ
移行する時期が遅くなるほど萌芽が少しずつ早くなった．
すなわち，1996年の2月9日から2月29日になると平均
萌芽日数が16.2日から10.1日に有意に減少し，さらに
3月20日になると6.9日になった．しかし，この平均萌
芽日数の減少は休眠が一層浅くなったためと言うより，
この時期の外気温が高く，鉢を21℃へ移行する前の戸
外に置かれている期間に萌芽過程が進行したためと考え
られる．すなわち以下のように考えられる．1995年実
験１では自発休眠は１月20日頃までに覚醒したが，そ
の後2月9日までは外気温が休眠覚醒した芽の萌芽過程
が進行するには低過ぎた．すなわち，この期間の日平均
気温の範囲は+2.4～－5.0℃で，その期間平均は－0.14℃
の低温であったため（第4表），１月20日の萌芽段階が
戸外では2月9日までほとんど進まず，両時期の21℃移
行後の萌芽過程の開始がほぼ同じ萌芽段階で始まり，平
均萌芽日数に差が生じなかったと考えられる．一方，2
月9日から2月29日までの日平均気温の範囲は+9.7～
－1.9℃で， +6.1～+9.7℃の日が4日もあり（日平均の
期間平均は+1.84℃），これらの比較的気温の高い日に
は戸外で芽の萌芽過程がある程度進み，2月29日まで戸
外に置かれた区は2月9日に移行した区より萌芽過程が
第2表　 アマドコロ根茎の休眠レベルの推移 
（1995年実験 1）
第3表　 アマドコロ根茎の休眠レベルの推移 
（2002年実験 1）
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先に進んでいたため早く萌芽することができたと考えら
れる．また，2月29日から3月20日までは外気温が一層
高くなり（日平均気温の範囲は+6.9～－0.9℃で，その
期間平均は+3.22℃）， 3月20日移行区は2月29日移行区
に比べて萌芽段階がさらに進んで，早く萌芽することが
できたと考えられる．なお，2002年実験１の2003年１
月7日から2月4日までと2月4日から3月4日までは萌
芽の促進が見られなかったが，前の期間の日平均気温の
範囲は+4.4～－1.8℃でその期間平均は+1.37℃で十分
に低く，戸外で萌芽過程は進行しなかったと言えるが，
後の期間は日平均気温の範囲が+5.5℃～－1.3℃でその
期間平均は+2.47℃であり，この温度は1995年実験１
の戸外で萌芽過程が進んだ 2 月 9～29 日の期間平均の
+1.84℃より高かった．しかし，1995年実験１の2月9
～29日の期間は日平均気温が+6.1～+9.7℃の日が4日
もあったのに対して，2002年実験１の2月4日～3月4日
の期間では日平均気温は最高でも+5.5℃であった．そ
のため，この期間には戸外で萌芽過程がほとんど進まず，
2003年3月4日まで戸外に置いた区の萌芽が2月4日区
より早くはならなかったと考えられる．
３．休眠打破に及ぼす低温処理の時期
　自発休眠（以下の記述では自発休眠のことを単に休眠
と記す）が最も深い10月中下旬の根茎を60日（1995年
実験2）あるいは8週間（56日）（2002年実験2，10月22
日処理開始）5℃処理すると100％萌芽が誘起され，平
均萌芽日数は19.3日（1995年実験2）あるいは17.5日
（2002年実験2）になった（第5， 6表）．この休眠打破程
度はほぼ休眠覚醒に近く，この時期の5℃8週間程度の
処理には十分な休眠打破効果があったと言える．処理時
期をさらに遅らすと休眠打破効果は同程度か若干強くなっ
た（第6表）．一方，2002年実験2で5℃処理の時期を4
週間早めて9月24日から始めた場合には萌芽に26.6日
も要して休眠打破効果が弱くなった（第6表）．さらに8
および12週間早い8月27日および7月30日からの低温
処理では萌芽率が50％以下になって休眠打破効果がか
第4表　 自発休眠レベルに関する実験の戸外の日平均気温
（℃）─実験圃場に隣接するアメダスの観測値
第6表　 アマドコロ根茎に対する低温処理の時期が休眠
打破に及ぼす影響（2002年実験 2）
第5表　 アマドコロ根茎の休眠打破に及ぼす低温処理の
影響（1995年実験 2）
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なり弱くなり，16週間早い7月2日からの低温処理では
休眠打破効果がほとんど見られなかった．
４． 休眠打破に有効な温度と適温並びに低温処理期間と
休眠打破効果　
　根茎の休眠がまだ深い10月14日から20， 15， 12， 9℃
の一定温度で20週間萌芽させたところ（第7表）， 15℃
以上の温度では萌芽がほとんど見られなかったが， 12℃
以下の温度では萌芽が見られ，12℃より9℃で萌芽率の
高くなる傾向が見られた．このことから休眠打破に効果
のある温度は12℃以下の低温であり，さらに9℃以下の
温度に休眠打破適温のあることが示唆された．
　そこで休眠打破適温と，低温処理期間の休眠打破効果
に及ぼす影響を検討するために，休眠がまだ深い10月
14日の根茎を0～9℃で8～20週処理して萌芽を調べる
2005 年実験 2 を行った（第 8 表）．この実験で 9℃ 20 週
処理の平均萌芽日数がマイナス0.9日になったが，これ
は本研究では萌芽日数の基点（0日目）を低温処理終了
日（すなわち20℃処理開始日）にしているためである．9℃
20週処理区では処理終了の16日前（処理開始後18週経
過の2日前）から萌芽が始まり，20週処理の終了前に7
芽が萌芽し，処理終了後の20℃移行後に6芽が萌芽して，
この処理区の平均の萌芽日が低温処理終了日の0.9日前
になった．本実験で低温処理終了前に萌芽が見られた処
理区は，このほかでは9℃17週処理区のみで，この区で
は処理終了の3日前に１芽だけ萌芽し，20℃移行後に12
芽が萌芽した．9℃処理では14週処理終了頃には休眠が
完全に覚醒すると考えられ（後述），9℃は萌芽が起こる
温度なので9℃処理期間が14週を越える場合には，9℃
処理期間中に萌芽過程が開始し，処理終了前に萌芽に至
ることがあると言える．
　2005年実験2の結果（第8表）から休眠打破適温に関
する結果は以下のようにまとめられる．9℃処理は11週
処理で6℃以下の温度に比べて萌芽率が有意に低く，ま
た平均萌芽日数が有意に大きかったので（第8表，縦方
向の検定），休眠打破適温は少なくとも6℃以下である．0， 
第7表　 アマドコロ根茎の休眠打破に有効な温度
（2005年実験 1）
第8表　 アマドコロ根茎の休眠打破に必要な低温量
（2005年実験 2）
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3， 6℃の間では8， 11， 14週のどの処理期間でも萌芽に
差が見られず，さらに17週処理でも実施した3， 6℃で萌
芽に差が見られなかったので（第8表，縦方向の検定），0， 
3， 6℃は休眠打破に対して同等な効果を示すと言える．
　2006年実験で0， 3， 6℃に関する2005年実験2の追試
を行ったが，0℃の3週処理の萌芽率を除くと0， 3， 6℃
処理とも処理期間が同じならば萌芽率，平均萌芽日数と
第9表　 アマドコロ根茎の休眠打破に必要な低温量
（2006年実験）
も差が見られなかった（第9表，縦方向の検定）．以上
のことから，3週処理のような休眠打破のためには処理
期間が短すぎる場合（このことに関しては後に述べる）
を除くと，0～6℃の休眠打破効果に差がなかったので，
休眠打破適温は0～6℃であると言える．
　次に，低温処理期間の休眠打破に及ぼす影響に関する
結果は以下のようにまとめられる．1995年実験2では5℃
処理を60日行うより90日， 120日と長いほうが萌芽が早
くなったが（第 5 表）， 90 日処理での平均萌芽日数は
14.2日であり，休眠覚醒時と同等の萌芽の早さであった．
120日処理では平均萌芽日数がさらに少なくなったが，
これは5℃処理90日までに休眠が覚醒し，その後120日
処理終了までの30日間に萌芽過程が5℃下でも徐々に進
んだためであろう．2005年実験2の9℃11週（77日）処
理では，萌芽率が67％，平均萌芽日数が30.6日にとど
まり休眠打破は不十分であったが，9℃の14週（98日）
処理では萌芽率が87％，平均萌芽日数が16.3日になっ
て休眠覚醒状態になった（第8表，横方向の検定）．9℃
処理期間をさらに長くして17週（119日）にすると平均
萌芽日数が11.5日になって萌芽がさらに数日早くなっ
たが，これは処理期間が14週になった頃に芽の休眠が
完全に打破されて，17週処理終了前に萌芽過程がある程
度進んだためであろう．0， 3， 6℃は8， 11， 14週処理そ
れぞれでほぼ同様な萌芽状態を示した（第8表，萌芽率
と平均萌芽日数の縦方向の検定）．これらの温度処理で
の萌芽率は8週処理から100％に達していたが，平均萌
芽日数は8週処理では24～28日で，休眠打破はまだ完全
ではなかった．11週処理では平均萌芽日数が16～18日
になってほぼ休眠覚醒状態に近づいた．処理期間が14
週になると平均萌芽日数がさらに減少して（休眠覚醒状
態より約2日少ない）13，14日になったので，休眠の覚
醒は0～6℃処理では11週から14週の間に起こったと推
定される．3， 6℃の17週処理では平均萌芽日数がさら
に数日減少したが，これは処理終了前に休眠覚醒した芽
の萌芽過程がある程度進んだ結果であろう．
　0， 3， 6℃処理について2006年実験で処理期間を変えて
検討したが（第9表），3週処理は3， 6℃では萌芽率が40％
以下で休眠打破が不十分であり， 0℃も萌芽率は87％に達
したが，平均萌芽日数が36.6日で，休眠打破は不十分で
あった．6， 9週処理では3温度とも萌芽率は100％と有意
差のない75～94％に達したが，平均萌芽日数は6週処理
では3温度とも25ないし26日で2005年実験2の8週処理
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と同程度で，休眠打破はまだ十分でなかった．9週処理
では平均萌芽日数が3温度とも19～21日になって，2005
年実験2の8週処理より休眠打破は進んだが，11週処理
よりは劣った．両実験の同じ処理温度で近い処理期間の
区どうしの平均萌芽日数は近似していたので，両実験の
3℃（休眠打破適温の中心温度）の処理期間と平均萌芽
日数の関係をプロットし，回帰曲線を作成すると第2図
のようになった．このグラフから，休眠打破適温で処理
した場合，3週処理では休眠打破程度はわずかであるが，
処理期間が長くなるほど休眠打破が進んで9週頃には萌
芽日数が約20日になり，その後も処理期間の延長で萌芽
日数が減少し（減少程度は次第に小さくなったが），12
週頃には約15日になって休眠が完全に覚醒したことがわ
かる．なお， 3℃処理期間の平均萌芽日数に及ぼす効果は
既述のように0および6℃の効果と差がなかったので，第
2図の結果は0および6℃にも適用できる．一方， 9℃処理
の処理期間と平均萌芽日数との関係（2005年実験2）を
プロットして回帰曲線を作成すると（第3図）， 9℃処理
では平均萌芽日数が約20日に減少するまでには13週処理
が必要で，休眠覚醒（平均萌芽日数16日）に至るまでに
は14週必要であることがわかる．
５． 促成栽培における低温処理
　日平均気温が12℃以下の気温に遭遇していない根茎
を6℃で処理した場合の休眠打破程度を，第2図の3℃処
理を6℃処理で読み替えて見てみると，9週（63日）処
理で休眠が覚醒に近い状態（平均萌芽日数約20日）ま
で打破され，12週（84日）処理で完全覚醒まで打破さ
れるが（平均萌芽日数約15日），6℃処理期間を21日延
長しても萌芽の促進は約5日にすぎない．Yehら（2000a）
も0.8～5.5℃処理を59日まで長くするほどシュート伸
長が早く起こったが，72日処理しても59日処理と差が
ないかごくわずかしか早くならなかったと述べている．
本実験で低温処理開始日から萌芽するまでの所要日数を
考えると，6℃の9週処理は12週処理より萌芽（本葉出
葉開始）までの日数が約16日少なくなる．したがって，
まだ日平均気温が12℃以下の低温にならない秋から促
成栽培を始める場合の休眠打破処理は休眠を完全に覚醒
させる12週処理より覚醒に近い状態まで打破できる9週
処理を行ったほうが暦日的に早い時期の萌芽・成長が得
られる．
６． 戸外栽培での自発休眠覚醒期の推定と促成栽培の開
始時期
　1995年実験１で自然低温に遭遇した根茎の休眠が完
全に覚醒したのは1996年１月20日で，2002年実験１で
は2003年１月7日であった．その日までに日平均気温が
12，9および6℃以下になった日数は1995年実験１では
第3図　 アマドコロ根茎の9℃処理期間に対する平均萌芽日
数の回帰曲線と回帰式（2005年実験2）
　　　　 回帰式　y=0.52778x2－17.961x＋164.31
　　　　 相関係数　R=1.0
第2図　 アマドコロ根茎の3℃処理期間に対する平均萌芽日
数の回帰曲線と回帰式（2005年実験2と2006年実験）
　　　　 回帰式　y=0.28571x2－7.534x＋64.58
　　　　 相関係数　R=0.98174
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第10表　 自発休眠レベルに関する1995年実験1と2002年実験１において実験
年の10月１日から休眠が浅くなった時期までに日平均気温が12， 9
あるいは6℃以下になった日数
79，69および53日，2002年実験１では72，67および52
日であった（第 10 表），1995 年実験１の日数は 2002 年
実験1より全般にわずかに多く，とくに日平均気温12℃
以下になった日数では7日の差があったが， 9℃， 6℃で
はそれぞれ2日， １日の差にすぎなかった．したがって
戸外栽培での自発休眠覚醒期を推定する方法として，両
実験の休眠が完全に覚醒した日までに日平均気温が9℃
あるいは6℃以下になった日数の平均値である68日ある
いは53日が利用できるであろう．
　ところで自然低温で休眠を打破させた根茎を掘り上げ
て直ちに促成栽培を行う場合は，前述したように根茎の
休眠は覚醒に近い状態に達していれば十分と考えられる．
戸外栽培の根茎の休眠がほぼ覚醒に近い状態になったの
は，1995年実験1では1995年12月31日で，2002年実験
１では2002年12月10日であった．その日までに日平均
気温が12， 9および6℃以下になった日数は1995年実験
１では 59， 49 および 34 日で，2002 年実験 1 では 44， 39
および25日であった（第10表）．両実験の日数の差は全
般にかなり大きく，差が比較的小さかった日平均気温が
9℃， 6℃以下になった日数でもそれぞれ10日， 9日の差
があった．この理由は不明であるが，これらの数値を休
眠がほぼ覚醒に近い状態に達した日を推定する方法とし
て利用する場合は，休眠打破不足の状態で促成栽培を開
始することは避けたいので，両者のうち大きい方の数値
を用いることが推奨される．したがって，日平均気温が
9℃以下になった日数が49日あるいは6℃以下になった
日数が34日に到達した日を促成栽培開始時期の目安と
するのがよいであろう．
７．根茎の分割が萌芽に及ぼす影響
　根茎を分割して１芽をもつ根茎（１芽根茎）に調製し
て植え付けた場合は，すべての芽が萌芽したが（第11表），
根茎を繋げたままの，多くの芽を持つ（根茎非分割の）
大根茎を植え付けた場合は，約2割の芽が萌芽しなかった．
根茎非分割で未萌芽にとどまった芽は比較的小さい芽で，
小さい芽はたとえ萌芽しても萌芽が非常に遅れる傾向が
見られた．根茎非分割で小さい芽の萌芽が抑制された原
因として以下のことが考えられる．根茎で繋がっている
芽の間には貯蔵養分の利用で競争的関係が生じるが，大
きい芽は一般に小さい芽より萌芽・成長が早く進む傾向
があり，早く萌芽・成長した芽は貯蔵養分を優先的に利
用できるので，それが小さい芽の萌芽を抑制する結果に
なったと考えられる．なお，同様な現象はオオナルコユ
リでも見られる（高樹， 2005）．
摘　　要
　１．自発休眠が覚醒したアマドコロ根茎の萌芽適温域
は20～25℃で，20℃以下の温度では低温になるほど萌
第11表　 アマドコロ根茎の分割が芽の萌芽に
及ぼす影響（1999年実験）
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芽は次第に遅れたが，9℃でも高い率で萌芽が起こった．
　２．戸外栽培の根茎の自発休眠は11月初め以前には
極めて深かったが，11 月中下旬以降急速に浅くなり，
12月中下旬にはほぼ覚醒に近い段階に達し，翌年1月上
中旬には完全に覚醒した．
　３．戸外で育成された根茎に対する低温処理（5℃8
週間処理）時期の休眠打破効果は8月下旬以前の処理で
は効果が低かったが，9月下旬にはかなり高くなり，10
月中下旬以降の処理では効果が十分高くなり，ほぼ休眠
覚醒状態まで打破された．
　４．休眠打破に有効な温度は12℃以下の温度で，6℃
までは温度が低いほど効果が高くなり，0～6℃が打破適
温であった．
　５．自発休眠が深い10月中下旬から根茎を休眠打破
適温で処理した場合，12週処理で休眠が完全に覚醒し
たが，9週処理でも覚醒に近い状態まで打破された．9℃
処理で同様な休眠打破状態を得るためには処理期間を長
くする必要があり，完全覚醒には14週，覚醒に近い状
態にするには13週の処理が必要であった．
　６．根茎を分割して１芽にして植え付けると，すべての
芽が萌芽したが，根茎を繋がったままにして，多くの芽を
持つ状態で植え付けると，2割の芽が未萌芽にとどまった．
　謝　辞　本実験の遂行に際して協力をいただいた今村
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